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Blood group antigen A on von Willebrand factor is more protective against ADAMTS 13 cleavage 

than antigens B and H 

フォンヴィレプランド因子に存在する血型A抗原は、 ADAMTS13 による切断に対 して

B・H抗原よりも抵抗性を示す
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Journal of Thrombosis and Haemostasis. 2019 Jun;l 7(6):975 ・983.



論文審査の要旨

本研究ではvon Willebrand 因子（VWF ）のAl ドメイン内 1605 番目のチロシンを特異

的に認識するモノクローナル抗体を用いてADAMTS13 によるVWF 切断産物（VWF-DP )

を測定するサンドイツチELISA を開発し、正常血壊に人工的に高せん断応力をかけて測

定すると開裂により発生した VWF-DP がせん断応力と良好に相関することを証明した。

次に、本ELISA を用いて259 名の健常人血援を用いて、 VWF 抗原量（VWF:Ag ）と VWF-

DP を測定したところ、 VWF:Ag は他の血液型より 0型で低値であったが、VWF-DP は

VWF:Ag に強く相関したこと、 VWF-DP ／＼司TF:Ag 比の検討で 0型がA型やAB型に比

べて有意に高かったことを明らかにした。 この結果、 VWF 上のA抗原はB抗原やH抗

原に比べて、ADAMTS13 による切断を受けにくいことが示唆され、血液型による VWF

抗原量の差に ADATS13 作用が関与していることを初めて明らかにした。本研究は新た

なVWF 切断の診断マーカーの測定法を開発し、VWF:Ag のABO 血液型による違いのメ

カニズ、ムを明らかにした独創的な研究と思われる。今後、他の病態でのVWF-DP の検討

の結果が期待される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とと もに血液・ 血流機能再建医学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。
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